
¨
■

=´

・
,.

,

ヽィ

番号 対 象 物
0 萩山神社
0 旧下市田学校
0 旧下市田公民館
0 御射山社
0 宝医印塔 (安養寺)
0 上沼元仙筆塚
0 蚕玉大明神 (間が沢)
0 十三塚
0 安養寺の十三様
⑩ 梵網経 (安養寺)

0 忠魂碑
⑫ 小川正成先生頌徳碑

⑬ 法 塔 (小川家,
(D 大庭天白

(D 道 標 (間が沢)
(D 下の宮荒神社

(D 枝垂れ桜・槙の木 (橋都家)
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ざ
ゅ
う
　
ｔ
ｔ

　

い
ら
　
　
だ

　

こ
う

　

み
ん

　

か
ん

０
旧
下
市
口
公
民
館
［三
区
］

【所
在
地
】
前
古
瀬

ｏ
御
射
出
社
［三
区
］

【所
在
地
】
角
田
原

■ .‐

_‐● ●‐

下
市
田
区
政
．
公
民
館
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
昭
和
３０
年

（
１
９

５
５
）
初
め
か
ら
区
有
林
売
却
代

金
を
基
に
区
民
総
意
に
よ
り
着
工
、

３４
年

（１
９
５
９
）
１０
月

５
日
崚

工
し
た
。

体
育
館
兼
講
堂
．
会
議
室
兼
結

婚
式
場
．
集
会
室
．
研
修
室
．
図

当
時
近
隣
に
見
ら
れ
な
い
近
代
的

建
物
で
下
市
日
の
顔
だ

っ
た
。

工
事
責
は
５
０
０
万
円
余
．
工

事
請
負
は
三
六
組
．
写
真
前
面
の

田
回
は
現
在
、
駐
車
場
に
な

っ
て

い
る
。
平
成

９
年

（
１
９
９
７
）

区
民
会
館
と
し
て
全
面
改
築
し
た
．

れ
に
，
せ
て
御
劇
山
神
事
が
迎
え
ら
れ
た
。

当
時
御
射
山
社
は
、
松
岡
氏
第
四
代
領
主

帯
刀
が
．
寿
永
年
代
に
勧
請
し
角
田
原
に
祀

っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
萱
の
穂
屋
を
作
り
永
々

旧
制
を
伝
え
、
神
事
を
守

っ
て
今
回
に
至

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
町
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

〓

書
〓

．
調
理
室
な
ど
装
備

し
´
、

1日 下市田公民館

現在の区民会館

~4`
―
‐

角田原 御射山社の森

2,

‐■ |●

御射山社

み
　
　
　
ヽ
・　
　
や
ま

　

し
や

遠
く
吉
代
．
諏
訪
神
社
の
祭
神
．
建
御
名
方
命
が
入
ヶ
■
の
原
野

、́

青
萱
の
穂
で
仮
屋
を
首
き
．
宿
舎
と
し
て
狩
猟
を
し
た
こ
と
に
起
国
し
て

い
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
．

時
代
は
降

っ
て
錬
倉
幕
府
は
全
国
の
武
将
を
こ
の
神
事
に
参
加
せ
し
め
．

故
事
に
仮

っ
て
硫
■
武
よ
を
競
わ
せ
た
．
参
向
し
た
武
将
逹
は
挙
げ
て
諏

訪
人
明
神
の
御
分
上
を
拝
載
し
て
．
自
領
地
内
に
分
社
を
本
斎
し
た
．
そ
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さ
わ

ヽ
　

　

　

＾
に

‘
よ
　

　

ヽ

ヽ
す
“

養
蚕
業
が
盛
ん
な
頃
は
、
毎
年
７
月
５
日
、
講
中

の
者
た
ち
が
集

い
無
病
豊
産
を
祈
願
し
．
碑
前
で
持

ち
寄
り
の
お
肴
重
を
拡
げ
て
講
員
仲
間
の
親
睦
を
図

っ
た
が
、
祭
り
も
養
蚕
業
の
衰
退
と
共
に
今
は
行
わ

れ
な
く
な

っ
た
。

十
二
塚
は
■
は
適
路
治
い
に
あ

っ
た
が
．
道
路
拡
幅
の
為
め
段
丘
の
、
中
段
に
移
動
し
た
。

事
の
起
こ
り
は
、
天
正
１０
年

（１
５
８
２
）
織
田
軍
勢
が
南
方
の
吉
岡
城

（下
条
）
を
攻
め

落
と
し
飯
田
城
に
せ
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
。

飯
日
城
を
守
備
し
た
将
兵
は
．
勝
ち
日
な
し
と
城
を
脱
出
し
た

一
群
が
市
田
に
来
た
折
り
、

追
い
か
け
て
来
た
織
円
勢
と
戦
い
と
な
り
．
飯
田
＋
名
．
織
田
三
名
．
こ
の
戦
い
で
十
二
名
が

死
に
果
て
た
。
武
十
た
ち
の
妄
念
が
土
地
に
し
み
残

っ
て
お
り
永
年
の
間
に
は
住
む
人
々
に
な

に
か
と
災
厄
を
及
ぼ
し
た
ら
し
く
．
そ
の
魂
を
鎮
め
る
た
め
人
々
が
祠
を
建
て
て
祀

っ
て
い

る
．
近
く
に
は
占
墳
跡
が
散
在
し
て
お
り
．
斬
殺
さ
れ
た
十
三
名
の
慰
霊
の
た
め
に
占
墳
に
な

ぞ
ら
え
て
十
二
塚
と
呼
ぶ
習
わ
し
と
な

っ
た
。
毎
年
春
．
秋
と
二
回
祭
事
を
行

っ
て
い
る
。

［三
区
］

沢
の
蚕
工
様

［三
区
］

|ヽ,_ ■    ,

重玉様の遠景

十三塚

」′

十三塚の違景

嘉
永
５
年
（１
８
５
２
）
２
月
建
立

【所
在
地
】
間
ケ
沢
川
端
・間
ケ
沢
耕
地

講
中

（間
ケ
沢
と
四
区
北
部
）

‐じ

ゅ
う

　

　

さ

ん

　

　

づ
か

一二
塚

間ケ沢の言玉様 (豊玉大明神 )

【所
在
地
】
力
東
・上
沼
芳
子
氏
宅
裏
上

坂
牧
義
夫
氏
土
地
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ｂ
■
１

昭
和
３
年

（１
９
２
ヽ
）
ド
市
剛
の
在
郷
■
人
会
の
発
議
に
よ
り
．
各
方
面

か
ら
多
く
の
協
力
を
得
て
建
上
に
着
手
．
Ｔ
市
日
住
民
の
動
労
本
仕
に
よ

っ
て

建
設
さ
れ
．
昭
和
５
年

（ｌ
，
３
〇
一
４
月
３
日
除
専
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

て
い
る
．

揮
宅
は
．
几
帥
伯
爵
　
束
郷
十
人
郎

一弘
化
１
年

（１
８
４
Ｆ
）
―
昭
和
，

Ｔ

（１
１
３
４
こ
．
碑
文
原
本
は
去
よ
し
て
あ
い
．
萩
山
神
社
所
蔵
ア
、

平
成

２０
年

（２
０
０
８
）
に
月
か
ら
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
保
管
さ
れ
て
い

る
．毎
年
十
と
秋
に
萩
山
神
社

・
下
市
Ш
区

■
旭
族
会
に
よ
り
．
忠
■
碑
前
庭
に

お
い
て
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
．

小
川
呂
咸
先
生

頌

穂

婢

忠魂碑

燿
徳
碑

jリ

 ヽ '

| !=

［一二
マい一］

し

ょ
う

　

と

′
、
　

　

ひ

昭
和
５
年
（１
９
３
０
）
４
月
建
立

【所
在
地
】
萩
山
神
社
境
内

昭
和
１７
年
（
１
９
４
２
）
”
月
建
立

【所
在
地
】
萩
山
神
社
忠
魂
碑
東
隣

先
生
の
門
人
有
志

一
同
が
建
て
た
。
題
字
の

（頌
徳
）
は
．
時
の
文
部
大
臣
従
一一
位
勲
二
等

橋
回
邦
彦
氏
の
書
で
あ
る
。

小
川
先
生
は
安
政
２
年

（１
８
５
５
）
松
本
に
生
ま
れ
長
じ
て
．
小
川
家
の
嗣
子
と
成

っ

た
。
県
内
各
地
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
、
明
治
２８
年

（１
８
９
５
）
６
月
か
ら
大
正
４
年

（１
９

１
５
）
３
月
迄
．
下
市
口
学
校
長
と
し
て
郷
党
の
指
導
に
尽
く
さ
れ
た
．

こ
の
碑
文
は
曽
て
の
問
人
代
表
ド
市
田
村
長
松
島
喜
代
太
郎
氏
の
撰
に
依
る
．
萩
山
神
社
宝

蔵
庫
の
裏
に
先
生
の
教
員
住
宅
が
あ

っ
て
．
早
春
に
親
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
色
濃
く
美
し
い
八
重

組
梅
が
残
さ
れ
て
．
先
生
の
遺
徳
を
忍
ぶ
縁
と
な

っ
て
い
る
。

遠 景

一
・
・
一
一

・与
■
■
■
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［三
区
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【所
在
地
】
大
庭

れ
桜
・槙
の
木

荒
神
社
の
祭
神
は
．
素
ミ
鳴
命
で
あ
る
が
、
も
と
は
延
元
３
年

（１
３
３
８
）
松
岡
城
主
．

道
山
心
公
居
士
が
．
安
■
寺
建
立
の
折
り
．
寺
の
守
護
神
と
し
て
ゴ

ニ
宝
荒
神
を
勧
請
し
た
堂

で
あ
る
。

降
っ
て
．
明
治
４０
年

（１
９
０
７
）
に
内
務
省
訓
令
に
依
り
、
大
正
２
年

（１
９
１
３
）
萩

山
神
社
へ
遷
宮
合
祀
さ
れ
た
が
、
疫
病
発
症
に
依
り
郷
民
の
協
議
の
結
果
．
大
正
１４
年

（１
９

２
５
）
新
殿
を
造
営
。
上
社
か
ら
分
霊
奉
祀
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
居
る
．

荒神社違景

登
録
文
化
財
指
定
天
然
記
念
物

【所
在
地
】
萩
山
神
社
前

橋
都
家
の
墓
地
内

日
本
花
の
会
の
森
日
和

一
氏
の
要
望
に
よ
り
．
飯
田
市
北
方
の
文
吾
林
造
日
の
樹
木
医
原
孝

昭
氏
に
よ
り
診
断
を
受
け
る
．

そ
の
結
果
．
樹
齢
五
百
年
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
老
木
の
、
実
生
よ
り
発
オ
し
た
．
世
で
あ
る

が
．
二
百
年
以
上
で
あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
．
古
木
の
多
い
那
下
の
中
で
も
優
れ
た
老
木
で

あ
り
、
適
切
な
保
護

・
保
存
を
行
う
よ
う
要
望
さ
れ
た
。　
・
・
・
と
す
る
診
断
結
果
が
報
告
き

れ
て
い
る
。

追
記同
じ
墓
地
内
に
あ
る
槙
の
木
は
桜
よ
り
更
に
樹
齢
を
重
ね
た
古
木
で
、
保
護

・
保
存
す
る
よ

う
要
望
さ
れ
て
い
る
．

［三
区
］

■

■
一

j∫

■ |、ヽ

枝垂れ桜と積の木

t
も下
の
言
荒
紳
社

だ

み
や

　

こ
う

　

じ
ん

　

し
ゃ

荒神社




